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揖保川流域委員会設立準備会議

揖保川流域委員会に関する一般からの意

平成１３年１０月１５日
見

 資料３
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◆　委員候補者（自薦）

    氏　名      
な か の う か ず や

中 農 一 也   氏    （４７才）

    職業等      学校法人　誠和学院　姫路建設専門学校校長（姫路市）

                都市環境デザイナー

                まちづくりコーディネーター

                「川の日」ワークショップ実行委員会委員

                全国水郷水都会議会員

    ﾒｯｾｰｼﾞ       子どもの頃泳いだり遊んだのは市川なので、揖保川については詳し

くありません。その上、２２年ぶりに故郷に帰ってきましたので、現在

は浦島太郎の状態です。しかし、これまでのまちづくりや川づくりの経

験から何かお役に立てればと思いメールを送りました。

                 私は、１９９８年からスタートした「川の日」ワークショップ実行

委員会の委員として初年度から参加していますが、これまで兵庫県内の

川づくりの応募が少なく少し寂しい思いをしています。昨年は、尼崎市

の庄下川の一件だけでした。

                 ぜひ、揖保川水系で元気な川づくりをし、「川の日」ワークショップ

でグランプリ大賞を勝ち取って頂きたいと期待しています。

                 姫路工事事務所のｅ－ｍａｉｌアドレスをいただければ、私のプロ

ファイルを送付しますので、何かお役に立てることがあればご連絡下さ

い。
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藤井達雄氏（龍野市）　　　　　　　　　　　　　FAX で意見を受信(H13.6.8)

①　川整備の目的

　今、身近な生物が激減している。鴨が餌不足、体力不足で渡りが出来ないと

いうとんでもない状況とも聞く。小泉首相も国会で野生生物の大切さを表明し

た。川は人間だけのものでなく、全生物のためのものでもある。生物のお陰で

人間は生かされているのであり、今まで生物配慮をあまり考えなかった事を反

省しなければならない。生物配慮が結局人間にも最良の結果をもたらすのです。

②　心構え

　　まず人間は、謙虚になり揖保川が存在する事自体どんなに素晴らしく、大

切なことか、再認識し感謝することからスタートしたい。簡単に川をコンクリ

ートで傷つける事など出来ないはずです。

③　学識経験者

　　生物学者、生物保護関係者に多数参加していただきたい。

④　龍野の揖保川の現状は、運動場、駐車場、散策場　川原への自転車乗り入れ等

により土が固められ、コンクリート化され自然の川原は少ない。人間の利便性の

ために、これ以上埋め立て、整備し、施設を作ってはいけない。

⑤　本来の川を取り戻し、豊かな自然の恵みが永久にもたらされるように。

・水量が低下している。流域での保水力のある植樹、森林保護から考える。水量

が増えると流れの多様性（速い流れ、よどみ、たまり水）ができる。

・さしつかえなければコンクリートをはがし、水草・野草・樹木を多くする。

・治水工事はコンクリートで固める以外の方法を徹底的に考えて欲しい。

（多自然工法や遊水池の考えも復活した）
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FAX で意見を受信(H13.6.5)
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意見募集の方法

① 新聞広告で意見を募集（平成 13 年６月５日）：下記参照

② 新聞折り込みチラシで意見を募集(平成 13 年９月 30 日)：次頁参照

(流域の約８０，０００世帯に配布)

６月５日、神戸新聞掲載の新聞広告






